
 

令和元年度岩手県スポーツ推進委員初任者研修会 報告 

１ 目 的 

  スポーツ推進委員の初任者が職務に対する認識を深め、地域スポーツ振興に必要な知識及び技能につ

いて研修し、資質の向上を図るとともに、参加者が障がい者スポーツへの理解を深め、「日本卓球バレー

連盟公認指導者（公認３級審判員）」の資格を取得することを目的とする。 

 

２ 主 催 

  岩手県スポーツ推進委員協議会 研修委員会 

 

３ 期 日 

令和元年６月 23日（日） 

 

４ 会 場 

矢巾町農村環境改善センター（〒028-3625 岩手県紫波郡矢巾町大字室岡第 11地割 132番地１） 

 

５ 参加対象 

  スポーツ推進委員として、平成 31年度初任者及び平成 30年度以前の未受講者（年数１～３年）等で

当該市町村スポーツ推進委員協議会長・委員長が推薦するもの。 

  また上記以外に、スポーツ推進委員であり、「日本卓球バレー連盟公認指導者（公認３級審判員）」の

講座の受講や公認指導者資格の取得を希望するもの。 

 

６ 日 程 
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７ 内 容 

  ○ 講 義Ⅰ    「スポーツ推進委員の制度等について」 

             岩手県スポーツ推進委員協議会          顧問 佐藤 勝士 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  ○ 講 義Ⅱ    「スポーツ推進委員の活動事例（花巻市と私の活動）」 

             花巻市スポーツ推進委員（平成 25年度リーダー養成講習会受講者） 

                                        池田  豊 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 講義Ⅲ及び実技 「卓球バレーの指導及び活用方法について」 

             岩手県障がい者スポーツ協会         事務局長 三浦 拓朗 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義Ⅰ…佐藤顧問（前会長）からスポーツ推進委員の位置付けや

役割について講義 

講義Ⅱ…受講者が実際の活動をイメージできるように、自身の活

動拠点である花巻市での活動事例を挙げた講義 

講義Ⅲ及び実技 

   …ユニバーサルスポーツとして近年広く普及している「卓

球バレー」。県障がい者スポーツ協会三浦事務局長が講

義・実技指導。今年は、審判員の資格取得も含めた研修。

参加者も慣れるうちに盛り上がって、会場には笑顔があ

ふれました。 


